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C・ソノレバーグ著

；『移民とナショナリズムー アルj
~f／ンチンとチ IJ, I890～1914年一 』；
Carl Solherル ！111-llligration削 cl,Vat ionali sm : 
ArgentJ!la <Lnd Chile, msり 1914, Institute nf 
Latin American Studies, University of Texas !~ 
Pre田，，＼ustin& London, 1Y70, xi十22'.'p.Latin ·~ 
American Monographs, No. 18. ·~ 

著者は現在ワシントン大学において歴史学担当の助教

綬の職にあり，ラテンアメリカ諸国を広く調査した経験

をもっ，ラテンアメリカ研究者であるの著者が主著書テー

？としてきノ＇~Uli.t, 191仕紀後半iJ、，，20世紀fl'il'Iにかけて

のアルゼン f-〆およびチリ υな七，1；；：計上会経済史で子.；；、本

書に先立つて，論文“Immigrationand Urban Social 

Problems in 11rgentina and Chile, 1890-1914，”（His 

／四nicA111cri,・,111 Historical Rc,・iew Vol. XL!X, No. 

ユ.May 1ci1;9）山i）を発表じ口、勺。ここI，二企｝）ふ；γた

『干孝氏E十.：， -1－リズム』 Itニザ》J1iintを某礎に司 新たな

iilf究／J見果を力IIえてデa,i<，されfこものであるn
アルセ、ンチンおよびチりは19世紀初頭にスベfン相対

」也から独ゴ，.L；川来，移民f三人れには熱心で． 人、 lこ19

｜明記中葉ιif｝う＇／しりの数に（／）［｝ ;:, 作氏流入をみん、帰国
の経済史を語るうえで，アルゼンチンの場合はとくに，

移民問題は一つの重要な核であり，移民研究は活発でそ

の歴史も古いの両国の移民に関する研究分野をごく大き

弘枠を設HC.:i1／＼！するとすれば、おおよそ次円 γノにな

ヨと考え｛ごよカ ιろう。第1f;t);・j，動力供給のf苦]1,'.Jとしてと

らえる視点，第2は農村から都市へあふれ出した移民を，

都市問題，労働運動との関連から論ずる視点である。本

書はいうま C'tなく後者の制点に立つもので， II＼期も
1890年以降を対象としてい心。 1890年代の雨降は，ヨー

ロッパの，思想的影響の下で労働運動が盛上方、；りをみせは

じめ，移民政策は，それを背景として一つの転換期を迎

えようとしていた。その政策上の転換は， 19世紀中葉以

｜年，文化cn1,,Jl：と経済発展C')j日、にFとして歓迎.'c;/tてき

之ヨーロv,'.j'ぅ民が，このll'iJ与Iiこ元、ってコン λ ケLアィ

ノ一アールの犬ともよりまだ汚「｝［十とか，外出からわが

浜辺に打ち上げられた人間のくずなどの罵声を浴びせか

けられるまでに転落するという，対移民感情の変化とキ｜｜
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l呼応していた。こうした移民観の転換をもたらしたもの

iよ{i,J!c.のか，そのJ反を探るという問題意識が本書の出花

｝.＇！：にあミ3内

II 

以上のことを怠必において，次iご本苫ーの内容をみてL、

’ことにしよう。支ずその課題につL、て著者自身の言葉

な開く一二とにしよう。 「アルゼンチン左チリでは第 A 次

大戦に先立つ4分の 1世紀の問，移民問題をめぐる激烈

な論争がまきおこやた（中略一一引用者〉。これは外国資

本ヤ！ーロヴパカ，：＇， C・川左術と並んで符民が，イ云統的十i会

経済，：7ーンを Jlt¥ L，不安定な将オこをιたらしつつふ
るのだという認識の高揚を反映したものであるのこの激

しい紗民論争はナショナリズムの生起を促すところとな

り，ナショナリズムは， 19世紀中葉以降アルゼンチン，

fリ（乏け入れ＞，れていた国擦的託会経済論にとってカ‘

わり始めたふとこん子その発生状況において著しいJt

通点をもっていた尚闘のナショナリズムは「その形態，

強調点に関し鋭い差具」を呈していたのそこで本書では

［：士の伺異なる三シ〉のナショナリズムの思想形成を理解

すufこめ，両国におけど，移民への話対応、を比較分析j
(1仁川ける左してL、ァh

次にその分析視角につ」、て以下のように述べる。 「公

式の干名民政策あるいは移民への対抗含意図したナショナ

）ズム思想の形成；こJiL、て，アノレF>f-Lおよびチリ山

大衆ftiた定的な影響力完了もたなかったれ II寺おり農村お上

び都1ti労働者は外同人に対して敵対心を表明してヤたけ

れども，政策決定は大衆の意見に基盤をおいたものでは

なかった。こうした認識の下に，今凹の研究は現在なお

政治，経済，社:i';(r-J権力を有効にl1ti'iしているアノレゼJ

・J-ニJ；上びチソの上限附級に分析の焦点をおくJ(p. ix）。

とU、うのは，ナショナリズムを意識的に利用して移民観

を変化させたのは上層階級（チリの場合中産階級も含む）

であり，かれらは人種ー宗教上の偏見からではなしまさ

しく政治経済的動機から行動を起こ Lたのであるから。

こうして著者は上層，中産階級を主点hにすえて，移民政

策転換の思想的背景をときおこしていこうとするのであ

る。

とこんで本書tこお」、て「上層階級Jとむ、う言葉lこは霊

安ーな｛，げたづけが与えられていると思われと〉ので，ここに

寄れの悦念規定を要約しておこう η 両国の上層滋級のほ

とんどはスペイン植民地時代に恩賜として賦与された広

大な土地を保有し，独立戦争を経て新しい国家の政治的
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指導権を掌握し， 1900年頃まで他の階級が対抗しえない

ほどのゆるぎない権力を維持し続けてきた。その経済基

！燃はi地所有で、第一次産品輸出内初、大とともにその経

済力は強化仁三れ，－いった。よ二れはアルゼンチンに典型的

に現われ，＊たチリの場合も1880年代頃までほぼ同じ状

!f.であった。もー）とも太、F洋戦争（1片7（）～188,Jif）後，

+1Jf,}'j石の将1斉（！＇）価値がi凶まるにつれ，商人，合融業者会

の上層階級への進出がみられたが，依然として大土地所

f了汗の政治（（11,：；半年力は大ごJi,，った。

亡れでは／＼凶作書の［人j九三i介にい、.；・，うっ

本苦手の構1&1土次のようになっているn

;,¥ 1章 ｜料、i台は楠itとなり j：移iドy正当fl:

;g 2章 s訂正に上む；i公経済上の衝撃
第3主主 「ljI問fi"と寄生虫｜：アルゼンチンおよび-r
リにふけ J巾産防減、つ移民伐

ii 4 .!jを fれI'.:/11¥fliにJJける初会＇ f¥J題のし、i）；こえ

;:il 5 '? 総：i引きれない参＇f・者：アルゼンチン才3.tび
子リ u)Jl1(;f，；こ主3fJ :, fちt(

:xi 6章 1〆ヨナ IIζム：アノしに f チン.｝； Lひヂワ

社会j忍惣における移民熱に対する解熱剤

tii 論 「•［..ゼンイー＞.nよび仁 IJにおけるft](;1攻策
の悲！tlJ

↑＜1宇はまfr,"ilJiJの支両日-/5'）脅による移民受人の税制的支
J 'r L’＇！＇、i谷，才J：；びその宇I:i,(!'J，径約fドrl与震をあ三えると

ころからときおこされている（第1権みこの部分は本書

のテーマである移民政策転換の内実およびその背景の分

十fに（川、るお！のL、わば芹停にあたり， ;i:;z述も筒i)i.な素描

に終わっているが，読者にとっては箸脅が転換以前の政

策内容およびその背景をどう把慢しているかを確認する

判所になるの

ヨーロッパ移民が果たした役割として流入国の経済発

展，社会変動，文化生活への刺激を指摘する著者は，さ

それがi市入国をヨー口ッパ経済に結びつけたおを

重視する。これはアルゼンチン，チリ両国についてもい

えることで，重商主義にかわって，外国との交わりを涜

!uh十勺自由れi庁t義の経済／J;＼理がしどしiこ影響力企もら

始め，その基本椅神はチリの183:J年退iL，アル｛： , Fン

の1853年憲法に盛り込まれた。こうして両国のIニ層階級
政資本，技術，製品をヨーロツノ切、ら輸入し，ヨーロツ

戸工業諸国を lド心とする国際経済体ffjljの中に組み込まれ

ることにより自国の経済発展をはかる道を選んだが，こ

二行犯刻な11:1凶となったのが労働力ト込であっ

書 評一一一一一一ー

ゾのは， 1860年の時点でチリは同i：函積30)Ji{L方マイル

に対し1印万人，アルゼンチンは100万平方マイルに対し

l207i入といずれも極度の人f-1過疎状態にあったからで

ある。そ4で安舗で質のよい労働力吸引策として，注け

されたのがヨーロッパ移民の受入であったのである。

「統治は随民なりJの主薬どおり，移民受入のためのさ

主ざまな優遇措置がとられた。政策担当者たちが描ヤど

いた移民の理想像はヨーロッパ，中でも北部ヨーロッパ

i：代表される近代釣労働者たちで，アジア人は劣等入械

として歓迎主れなか，，t.このかjL「〉は移民を労働力供給と

いう経済的理由に加えてもう一つ，反動的スペイン文化

性一掃し Jスティソー文化を向上主せる，文化の伝達者E

Lて考えてU、た。したがって19快紀中葉以降，土地所ら

な夢みて大西洋を渡るヨーロッパ人は，勤勉さと忍耐力

をもって悶の経済発展に寄与する重要な存在として高く

J価されてし、た。そこには，世作の工場であるヨーロソ

パに食様を供給して自国経済を発展させるという明るい

は通しがせさ肥しており，事実アルゼンチンの差是業は移民

U)jJで成長しチリの鉱業もヨ一日ツノξからの熟練労働

？？の移民に負うところ大であった。

ところが， 20世紀に入って輸出産業中心の経済に対す

疑問がii＇，される仁王り，工業育成の芦も強くなってい

った。ことに硝石輸出の停滞から1890年不況に見舞われ

たチリ経済にとってことは深刻であった。こうして，そ

れまで二'z:1~~ （ 1つであ勺たい機十：義的 f デオロギーへの疑問

が芽生え，その再検討が要請される中で，移民支持の吟

えも疑問視されるようになり， 1905年を境に両国の支配

I＼層はf己速にナショナリスティックな思考へ傾斜してい

ったうミの二とは約半世紀にわたゥて築きあげた移民の

経済力と大土地所有者中心の政治体制との間に生じた摩

擦、もさるこ土なが.－，，それ以上に第一次産品検出を中心

とした経済発展の逃がこの待期に曲り角にさしかかっに

ことを示唆するものであると思われるので，次にこの点

そ問題にしよう。

この問題は言いかえillf移民l政策が転換を余儀なくさ

れるその原因を社会経済的視点から探ることにもなる。

符？？はその阪国と LFてitの三つをちえてし、るといってL

かろう。 ti'}Iに移民どれ国民のll¥Jにおける経済的抗争，

第2に都市問題，労働運動の高揚，第3に移民の政治的

そ言力の増大，である。以下微を追ってみていこう。

まず第 I点につνて丹両国政府は移民受入にあたり－
つの大きな誤算をしていた。というのは，当初労働力提

供者ーとして恕定されていた移民が，実際には実業家やf仁

I Zラ
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機：郡

業rrも入悶L，さらに労働者として入国Lた者の中にも
効勉な労働UJ行中：な生活のけ1CH1＇えた資金そ jじi:-.こ都T]J

で事業を／z{i ／！， ノ〉討が増加 L，ふれうは中産jllJO~Jkf)fill凋入

りをし始めi-.:.h＇「｝であるの、ニゲ）(tfj[i,Jはアルピン＇＞にお

いてとくに著しく，回全体の商業部門に占める外悶入所

得率は1914年現在，アルゼンチン72%（全人口に占める外

国人比率は29リ%〉，チリ31.7円。（4.1%）であり，はじく

工業部門に；；i J-ζJ比率はア."cI九ノ千ン64.5%. 手 IJt9% 

(p. 51, 5cl, 54）と商工業郊門における外同人主配力の

WI大が日立〆Jたn それには両国上層階級の職業；革命識が大

きくff月lしてL‘7リとぢえる務省・1士、 と層階級が肉工業合

1仲介者（（.J、JI’h盗的，ゃぐざなti'JrJ (p. 4'l¥ ': L CI' l 

｜眼視し i';(, I t’Ji働せずLC, IJ在所有かf》 I.＂！片〉収益

に依存したいわば「怠惰の讃美J(p. 48）的佃i怖微をも.' 

ていたことを指摘するn ころしてよ層階級が惰眠をむさ

i王ってい＇.， f/l!i二商工業をは幣と Lた移民めれ済力；土＆

'1！無視できたLはどにまで成長［ていったn モ11に抗L
ごア1レゼン Tユ；，：おける反Fl℃の rメータ－，＜川t1890 
ff恐慌を契機として急速に進んだのそれはインツレで僚

を肥やした大土地所有•f'fが，大衆の生日苦か ~） かれじに

凌げつけ「JJi/,.JI'難をそらす子段として，その資｝［を令

指企業者や1人税吟：に転嫁し， か！'. ,・' ）：移民の ｛ iージ{i:ゲ

ヅじせることによって，無法者で自j和jをLItりあげる不

遺徳なやかムとして，従来の移民観を 180度転問させる

キャンペーンを張ったのである＂ Lかし中産階級のほと

／ν どは反防民／＞~＇>I.＇，を示さなか〆Jーとする。

チリの叫什1.tJレし事情が y,c 乍 y ており， .L宮1：＼~0Nz 上り

むしろ中産階級が移民排斥の姿勢を示したn というのは

移民の経済力が上層階級のそれを絡さぶるほど強力でな

がったとどに＇： flえ，就業機会のjを釈においてj支併記者三イ（Tす

る移民が技術のない自国民上り t健先され， チリ 0）中産

階級は常に就業において不利な」J.｝，勢におかれてし、にかム

であるわこうした中で，かれらはチリ人の技術者養城教

育と就業における外｜五人優先政策の打破を政府に要求し

とのこのよりに「要求の本？υマI:会騒乱でな＜ .Tりート
！醤によずにご｛1;;;-,・c 1i'Jに狭山，＼J Lてざた権力l'.＇／＇，うのう｝け

l、iii.I(p. ¥12）を緒川1上うと1るれのごあらかi'/I) , '[ J [. 

I t乞両日階級にと ,・c大：＇h恐怖とittf r, hか，fニ司れ1.・.

豆大な問恒ど ！i. .たのは r11け~r','Jld！：会変事、 .I.\｝.＇，；こ J:

pては階京高村怖を破壊し，ヴ；｛！助の持耳元を終蕊させるtl；会

本命を想定」（p.92）する労働運動の指導者たちであっ

た（以上第2, 3章〉。

労働運動の高揚は賃金労働者の鳩大を前提とするの 19
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世紀米葉以降農村からの流出人口は都市滞留者を急増さ

せていった何かれんのうちには商T.業部門に賃金労働r,

とLて吸収される人々もあったが，［，i,1J!ilfこおける向工主

（土Lまだ発展の紡トこっL、たばか9でその雇用能力tこも限

界があり，そのため都市に広範な浮浪者の群を創出する

ことになった。そうして都市は犯罪，アルコール中審，

,'cW, n入奴隷のi品巻く巷とfとし， 19111：紀中葉のリベラ
リスト危ちが市民秩序と文化向上の殿堂土夢みた都1liUJ

{ Jージは，この時点にヨきって無残にも完全に崩れ去サ

てし栄 d Jたのであるのこうして都市問題，社会問題が1業
主IJ{[号する'iI C', 19jtl：紀末から20世紀初めにかけてL、くつ

／うJ川市i包惨事を釈く労働争議が勃発する二とにな.) i二

こうした社会不安の！，J蔽策としC 上層階級が利用し，hこ

のは生たもやよそものとしての移民であ円たn 移民勢力

が09：ぃγルゼンチンでは，外国人差別を意図した周ft法
mじsidcnceLaw) /i'.ti'. ；も1902年に制定され，まfてf I) 
iこj山、ぐも， 1918午．外国人排斥の11'仰が実施さh／一二1

↓のようにしてれ1(: n~11r::mの社会1::1；砲のし、けにえに主れ

たのであった（第4章〕。

玖：に第3点，移民の政治（r-J発言力の憎大につU、てみて
1、－ ;:-, v・、 yぺ

'I J, 1,t盤の様、＇（.fj;1,l: k 0）関心事で.ti’） 't二初期移民fJ,

｜｜々の「u市に追いまくられもて政治への関心を示すことは
ほとんどなく，選挙権を行使する移民も非常に少なか’J

mが 1月90年代頃かムその数が大析に埼加し始め， γノレ
七二 f・ ＞では移民主に人l盤をおくれ会党および南部l,i]¥;:1 

イLi山 delSur）の結成をみた。そうして］C¥10年代にはノ

エノスアイレス外｜内の諸都市を中心に社会党の勢力はか

なりの進肢をみせた。上層階級はこうした動きに対抗す

るため，移民票の貝収，さらには移民への選挙権付与を

；！叩け4るなど，主主主、全の手を打｝たr このことはアル

ゼシチンにおける大土地所有者支配の政治社会構造が，

移民の支持する新政党による蚕食を受け始めたことを意

味するもので，以後の政治的変化を示唆するものである。

r ，，の場合は移民の；1,:1］合がアノレゼン千ンほど高くない

こ＇：i,あってその政治的影響力はそう大3いものではん

か＇／：こ門／こだ l併. ·Cl ）例外は南部中央地域·c•, J也IJ・自治体

治会長（／），）；＇I，ト合めくる（｝附rno＇事件が勃発，外国人への

liトE，：二J.111えて京ー教1/¥J;ili/i:/Jバ3んでほ人ブ工事態に立ち主 p

Jこ力白 米緑化移民の地方自治体政治への介入を禁ずるど

かう議決で一応の解決をみた（第51宇：）。

以上のように，さまざまの局面で移民勢力と囲内の上

溜，中産階級勢力との問に摩擦が生じるようになヮた段
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｛｝リズムの相違に注fI L , ' 'c Yンfンを文化ナシノ

ョナリスソ、，チりを経済ナショナリズムと特徴づけるわ
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. ) i .t f北n機会をめくって，九円 什：士外ILi資本の之内i',)J
'.'.J> '. Jて経済「ショナ I）ζ人が｝必り｜ 、jこ0 1890午ー代
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うU , "1芦が円増しに高Eり＇ j'’J守りこノ’ 1)；心、への疑

J日・；，1，屯階級の聞に浸透しとし、，!: : ¥; (i i;i'.）。

結論の部分で符斉は，両悶の移民政策を最終（（Jトオ:ii,i-l'

L，王見在への－・）ながりを探るn ここでは1914q＇以降今 II
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；主す玄アルゼンチンについての文化ナショナリズム ~!cl
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行問11・今を達成できなかっ夫け炉ど i,' ] <l:l(）年代以降，ラ

テンアメリカ生まれの白人を基盤とした什eole文化を

熱心に吸収する移民の子孫が急増していったれこうして
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る政{Ti家の利用するところとなり， 「ゲウ r-' Jは’引q
心のシン,J;ル正 1て／：びたびひき f仏いにII',,¥ J レ：：， ）、うに
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み C,,itる強力な経済ナショナリズムび1'1J11'tzJI;¥;殺を準備し

いこむのであるとして，その関連牲を崎iく，］ミii々 しぐいるη

国

以上著書約したように，本書はアルゼンチン，チリにお

ける移民政策の転換期に焦点をあわせて，移民政策転換

の1叩出づけをナショナリズム形戒をのかt，みあいから行

伐ji c, ': L /.:};ft,であり，移民研究のう）－l'Fiごム足跡を釘1

I fてf，れど｛仁災遺であるのさt》；こ，：Hlliし／口、のほ，衿：

行，J, I .，正ンアメリカjという大作引波 p亡す！』のレペ

i[.. t uトIJ C地道な歴史分析を行，八十，，~， ；，；ニ：i司l:rJの

比料i,J[-'J'cを消みたことである内このことは，サテンアメ

リ！1WI・：，1'/:が依然として，ともすると，その｜［司－－-t'I：，多隊

ゲ！：のI倫i織に-q, ち~IJ ，詳細！な現状分析を欠いた不毛な論

争に陥りやすい欠陥をもっていることを考えると，われ

われ与チンアメリカ研究に志すtrにとって十分検付に杭
十二 g1'.1,、えIう内

,k1，：，，干行Jシ｛＇，＇子疑tnHこjι.，たことを述えーとも＇iCYとし／こ

パパ；t, [ tヰ際的fl出主義思想；こ乞え i,hC流入した符

[¥: 'J; 'I'--Ill：紀にわたって築き上げ"t：経済的‘政治（（J影響力

を抑制する手段として十ショナリズムが育成されたと考

え，アルゼンチンを文化ナショナリズム，チリを経済ナ

ンノ江ナ ＇）；ズムと特徴づけたわけである門このh：に関する

チリの説明はうなずけるし，経済ナショナリズムを掲げ

るごとによ Jノて守ろうとした経済利益についても論述さ

れ亡し、るれ

しんるL/, iJ~ ら，アルゼンチンに間ずる叙；＆n点11分は，

,:,r. t：こはその＂命旨がすっきりと伝わらなか》た n 著者は
( fレヒ、J f・:.. （／）文化ナショナリスムの内’与を，先きに紹

介したように，土着のガウチョ文化への復帰という，ロ

マンティックでノスタルジックな雰閤気をもち，それを

i/1心としたイデオロギーと考えているわけであるが，こ

の乞化ナンf ョナリズムと第2I;,:から第5翠で述べられて

い心千tJ(i仇入に「ドう紙i斉1/ij組， 1mr1rnnJW，労働II司:m"_;r:::
乏の 'I• で1t:,:1,xラ吉台 J ',' :I）；ミ l!i4filj'-/pt', 1%:i ,1》l'/-ll（ん、l.t ' ，＼りしな」、からむふく） O 切，／）＇:' ＇・世j:' いえif 

:1 1'' I OIJcll¥l, J！女権山川弘：，Jハ， ' _111,111 l'•'!(Hl 己点、jIi t に）！, ) C ' ）リイムに上，て干名l(r,（，＇.人につ 1・c'J i[;IJI渋が）J!]

fL I , cl J・ リズムを大坪t~1-115墜 i＇ト＇） J・日と LC ill，‘ふ

と［r<]ll＼；こ，大土地所有者IWr!i店内政治r1'Jt::r1UJを＼］ヨめるた

めにι刊用した。
一方チリでは，外国人の経済活動を具体的に制限する

政策の出現は1930年代以降を待たなければならなかった

)_ t' ,) l‘ 〆i[.. I！ンFンの国1:1'.;(1)&,; ぷ保；：，；，.• ~; J L ，九にし亡

も，それどけ子は，これらの諮問涯の解決策とはな担え

tn 、の Fはないか，ということなるn 詳itには，ガウチ

ョはナシ日ナリズムのシンボルとして使われたのであっ

て，その実体は，チリの場合と同じように，やはり，経
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消riJ,l士会的なものであ）た主 ι）に,I，！！、わjもるのであるの

もL，アルゼンチンのナ〆＂・-J，，ズムを文ー化ナショナリ
ズムと特色づけるとすれば， I章全新たに設けて，移民

の流入とアルゼンチン文化との関係を議ぷする必要があ

ったのではなかろうか。

第2の点は，著者がアルゼンチンの外資排斥運動につ

いて触れていないことと微妙に関連するの著者にあって

は，チリの外資排斥運動は経済ナショナリズムの主要な

が1)1而であったわけであζ）が，アルゼン Fンのそれはど

しけように評価されているのむあ7，「川ιLかもアルゼン

r-＞ゾ〉外資排斥運動は， l'lt甘；紀末葉に；!'5＜、ては，当時の

＇；；’倒j運動と一体化する形ごあるいは，ぺロンの国有化

政策においても，著者のいう L府階級＇：；土 l}ljの階級基盤

アジア経済研究所刊行”’11111111111111

アジア経済の旅 矢野誠也著

他民地支配を脱して20余年，何故，東南アジア諸国は19

世紀的状態からぬけられないのか。これら発展途上諮問

に経済発展の可能性があるのだろうか 169頁／￥ 280 

中間の人口増加と経済発展 南亮三郎編

小間人口の推移・構造・鮫熊分十i ・". ,i-, Jt政権下の経済
計i可II・資本蓄積・労働需給・人ll政策・経済発展などの
解明を統計的データと世界諸学者の文献に依拠しつつ志

'-F先駆的労作 320頁／￥ 950 

香港の工業化 小林進編

香港を熟知する陣容と豊富な未公開の資料を駆使し，現
在までの香港経済研究の欠点を補って余りある内容。主
要工業の現状，工業立地の諸条件，貿易構造，その他，
表105，図表4を含む 264頁／￥ 1000 
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をもノ／とど二ろで）長掬されているように巴わjLる。こh.,

fノJ)/lを符-r.－ほどのように考えてし、るのであろうか。
十シ f十リズムというものが，もともととムえ難いも

のであるうえに，対象国がアノレゼンチンやチリのように

大儀な移民受入国である場合にはさらにナシ自ナリズム

の解明はより困難な課題となる。それにもかかわらず著

者－がこの痢難な仕事に立ち向かゥた労は十分評価した

いの移民の流入とナショナリズムとの関係には，すでに

述べた上らになお疑問点、は残るものの，手書民の流入に伴

C 'le C ！二千五々の問題についての解明には教えられると

こF，が多かー〉たし，今後この種の俳句が，本干号、では必ず

［もi・fjに果たせなかった実証的分析を深める方向で進

)j• i－ノムこ Jを望みたい。 〈調ftiilf究郎 今月：圭子）

中国文化大革命とベトナム戦争
一両者の関連をめぐる一つの推論

今川英一・浜勝彦共著

文化大革命は何故起ったか。米中戦争の危機は実在した
か。総省な資料と正確な動l白］分析に基づいて文革の本質
をズパリ解明。各国から注文を受けた話題の番

170貰／￥ 280 

近代i+11足農民革命の源疏
一海畳における豊民運動必 尚一著山本秀夫訳

初期中関革命の激流の中で，革命的情熱と図い意志とに

よって海盛で初めて農民革命を成功させ， 「彼ほどに優

れた革命家は毛沢東以外にないJといわしめた彰苦手の闘
いの記録 174頁／￥ 280 
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